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 放射線技術科のご紹介 

放射線技術科 科長 北井 孝明 

舞鶴共済病院 地域医療連携広報誌  

 

すべての癌の中で乳癌にかかる率は 1番となっていますが、乳癌検診を行い

早期発見することにより死亡率は半分以下になると言われております。 

マンモグラフィ検診施設・画像認定施設は、（日本乳癌検診学会、日本乳癌学

会、日本医学放射線学会、日本産科婦人科学会、日本放射線技術学会、日本医

学物理学会、日本超音波医学会、日本乳腺甲状腺超音波医学会、日本超音波検

査学会）の９学会から許可を得た施設となっており、認定技師が 3年毎に被ば

く線量の低減と管理、診断に最適な画像の提供、乳房撮影装置の使用基準を満

たすことが条件となっております。 

放射線技術科では、全国のマンモグラフィ読影、撮影技術講習会にて研修を

行うことで、マンモグラフィにおける知識、技術のレベルを担保し、患者さん

に痛みの少ない検査を提供出来るように日々努力しております。ぜひ定期的に

マンモグラフィを受検することをお勧めいたします。 

2020 年 4 月に HOLOGIC 社製の X線骨密度測定装置を更新いたしました。

この装置は骨に含まれるカルシウムの量を測定して、骨の健康状態を数値

化することで、実際の骨の年齢を示すことが可能です。また同世代の平均

値と比較も行いますので、ご自身でも程度が分かり易くなっております。

骨量の減少を早期に発見することにより、適切な治療をおこなうことで骨

折の予防に繋がります。 

骨密度判定 要精検

コメント 今回の検査で、あなたの骨密度は、
若い成人の平均値と比較した場合、かなり低下しています。

また、同年代の人に比べて標準値以上といえます。
担当医に相談してください。
バランスのよい食事や適度な運動を心がけましょう。

―――― マンモグラフィ検診施設 画像認定施設を取得 ―――― 

――――――――― 骨密度測定装置 ―――――――――― 

検査結果サンプル 

放射線技術科では学会や論文等により最新検査方法を取得して、より情報量が

多く、精度の高い画像を提供することを目標に掲げて日々努力しております。 


